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剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の決算取締役会において、平成27年３月31日を基準日とする剰余金の配当を下記のとおり

行う旨の株主総会議案を決議いたしましたのでお知らせします。なお、本件につきましては、平成27年６月24

日開催予定の第116回定時株主総会に付議する予定であります。 

 
記 

 

１．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成27年２月６日公表）

（ご参考）前期実績 

（平成26年３月期） 

基準日 平成27年３月31日 同左 平成26年３月31日 

１株当たり配当金 20円 00銭 10円 00銭 20円 00銭 

配当金の総額 1,379百万円 － 968百万円 

効力発生日 平成27年６月25日 － 平成26年６月25日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．理由 

剰余金の配当につきましては、期初公表時（平成26年 5月 9日）に第2四半期末配当金（中間配当金） 

10 円、期末配当金 10 円としておりましたが、第 2 四半期累計期間の業績が期初公表値を上回ったことか

ら、平成26年 10月 31日公表のとおり中間配当金を10円から15円へと見直しました。 
平成27年 3月期の業績につきましては、平成27年 2月 6日付け「業績予想の修正に関するお知らせ」

で上方修正しましたが、修正公表以降、為替相場が120円前後と当社想定レートに比べ円安基調で推移し
たことによる増収効果に加えて未竣工船を対象とする工事損失引当金の大幅な取崩しや為替差益等を計上
した結果、連結および個別業績ともに、営業利益、経常利益、当期純利益のいずれにおいても修正公表値
を更に上回りました。 

本日の取締役会において、通期当期純利益の実績値が修正公表値を上回ったことにより期末配当金

を増額して１株当たり 10 円から 10 円増額して 20 円（中間配当金 15 円を加えた年間配当金は 35 円）の

予定とすることといたしました。 

 

（参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

当期実績 15円 00銭 20円 00銭 35円 00銭 

前期実績 

（平成26年３月期） 
10円 00銭 20円 00銭 30円 00銭 

以  上 


